
　中央会では、平成19
年度から山梨県の委託
を受け、小・中学生を対
象とした職場見学と職
場体験を行う、キャリ
ア教育推進事業「ジュ
ニア・トライワーク」を
実施している。
　これはニートやフリ
ーターの増加、若年労
働者の早期離職率の上
昇など、若年の就業意
識の低下が社会問題となっており、早い段階から就業観や勤労観を養い、
自らの進路を主体的に選択できる能力を育てることを目的として、年間
10回の実施を予定している。
　中央会では、参加小・中学校が希望する業種や職種に合わせて企業と交
渉を行い、受け入れの依頼と体験日程の調整等を行っている。
　第1回目は7月31日に北杜市立武川小学校5・6年生18名を対象に身延
町「有限会社山十製紙」「なかとみ和紙の里」「西嶋和紙工業協同組合」、第2
回目は8月3日に山梨北中学校2年生26名を対象に石和町「ユニー株式会
社アピタ石和店」で行われ、それぞれ体験を行った。
　第1回目の有限会社山十製紙では工場内見学と手漉き和紙作業見学、和
紙の里では実際に手漉体験、組合では作業場の見学後に古紙の仕分け袋詰
め作業を体験した。
　また、第2回目のユニー株式会社アピタ石和店では、挨拶の基本練習後

会社内見学をし、見学後
は7班に分かれ各売り
場にて商品の陳列、タッ
ク貼り、レジなどの体験
をした。
　参加した生徒は、短い
時間ではあったが、働く
ことの大切さや仕事の
厳しさを体験し充実し
た1日となった。

山梨県アパレル工業組合

仕事体験（商品の陳列）

手漉き和紙づくりの体験

平成21年度の事業計画が決議された

　
山
梨
県
中
小
企
業
組
合
等
事
務
連
絡
協
議
会

（
菅
原
五
男
会
長
）の
平
成
21
年
度
通
常
総
会
が
、

７
月
29
日
甲
府
市
の
「
中
央
会
研
修
室
」
で
会
員

多
数
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
、
菅
原
会
長
の
あ
い
さ
つ
後
、
来
賓

と
し
て
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
内
藤

悦
次
会
長
の
祝
辞
が
あ
り
、
そ
の
後
議
案
の
審

議
に
入
っ
た
。

　
議
案
の
審
議
で
は
、
平
成
20
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
の
承
認
、
平
成
21
年
度
事
業
計

画
及
び
収
支
予
算
の
決
定
な
ど
が
可
決
さ
れ
た
。

　
当
協
議
会
の
昨
年
度
を
振
り
返
れ
ば
、
会
員

が
積
極
的
に
参
加
で
き
る
事
業
が
少
な
く
、
会

の
目
的
で
あ
る
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
れ
な
か

っ
た
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
。

　
本
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
は
、
例
年
の
事

業
の
ほ
か
、
協
議
会
の
組
織
・
活
動
の
Ｐ
Ｒ
方
法

や
新
規
会
員
の
加
入
促
進
、
全
員
が
参
加
で
き

る
事
業
の
検
討
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
当
協
議
会
は
、
昭
和
47
年
に
「
山
梨
県
中
小
企

業
団
体
事
務
長
会
」
と
し
て
設
立
さ
れ
、
平
成
18

年
に
会
員
資
格
を
従
来
の
事
務
主
任
者
か
ら
組

合
事
務
局
職
員
に
ま
で
拡
大
し
、
組
合
事
務
局

の
資
質
の
向
上
を
目
指
し
た
研
修
事
業
と
会
員

相
互
の
情
報
交
流
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て

お
り
、
46
組
合
、
会
員
数
60
名
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。

あいさつをする菅原会長
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山
梨
県
ア
パ
レ
ル
工
業

組
合（
川
手
正
紀
理
事
長
）

は
、
去
る
8
月
21
日
甲
府

市
塩
部
ニ
ュ
ー
芙
蓉
に
お

い
て
、『
組
合
設
立
30
周
年

記
念
の
会
』を
開
催
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
本
組
合
の

設
立
30
周
年
を
記
念
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
組
合

員
を
は
じ
め
関
係
機
関
を

合
わ
せ
て
30
名
が
出
席
し

行
わ
れ
た
。

　
本
組
合
は
昭
和
54
年
に
、山
梨
県
既
製
服
工
業
協
同
組
合
と
協
同
組

合
山
梨
県
縫
製
懇
話
会
が
合
併
し
、山
梨
県
既
製
服
縫
製
工
業
組
合
と

し
て
活
動
を
開
始
し
た
。そ
の
後
に
、昭
和
58
年
に
山
梨
県
ア
パ
レ
ル

ソ
ー
イ
ン
グ
工
業
組
合
、平
成
17
年
に
は
現
在
の
山
梨
県
ア
パ
レ
ル
工

業
組
合
へ
名
称
を
変
更
し
、そ
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。

　
組
合
が
設
立
さ
れ
た
当
時
は
紳
士
服
縫
製
加
工
が
主
業
務
で
、徐
々

に
取
扱
品
目
が
増
加
、婦
人
服
の
縫
製
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。縫
製

加
工
は
集
約
的
産
業
で
、
手
作
業
に
よ
る
部
分
が
多
く
を
占
め
て
い

る
。紳
士
服
の
縫
製
で
身
に
付
け
た
技
術
と
多
種
少
量
か
つ
デ
ザ
イ
ン

の
婦
人
服
の
縫
製
技
術
を
複
合
し
、高
い
技
術
力
で
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　
平
成
16
年
か
ら
は「
外
国
人
研
修
生
共
同
受
入
事
業
」を
開
始
し
、平

成
20
年
に
は
第
４
期
生
16
名

を
迎
入
れ
、現
在
で
は
約
60
名

の
研
修
生
が
組
合
と
し
て
受

け
入
れ
て
い
る
。

　
全
国
で
も
不
正
行
為
な
ど
様
々

な
問
題
が
あ
る
中
で
、本
組
合

は「
技
能
継
承
の
た
め
の
労
働

力
確
保
第
一
歩
」を
目
的
に
掲

げ
、ア
パ
レ
ル
産
業
の
発
展
の

た
め
に
技
術
指
導
を
行
い
、多

く
の
実
習
生
が
育
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
「
記
念
の
会
」
で
は

記
念
式
の
他
、懇
親
パ
ー
テ
ィ

が
行
わ
れ
、歴
代
理
事
長
平
川

良
雄
氏（
３
代
理
事
長
）、松
吉

寛
治
氏
（
４
代
理
事
長
）
の
２

名
を
挨
拶
を
行
い
組
合
の
歴

史
を
振
り
返
っ
た
。




